
災害に備え
ハザードマップ等を活用しよう

▶問い合わせ先＝総務課　防災係　☎0285(56)9115

　近年、記録的な大雨が日本各地で発生し甚大な被害をもたらしています。また、震災はいつ発生するかわか

りません。これらの災害の発生に備えて、ハザードマップや情報サービス等を活用し、平常時から事前の備え

や準備をすることで、被害を防いだり、軽減することに繋がります。いざという時には、周囲の人にも声をか

け、躊躇せず避難しましょう。

「立退き避難」を行う必要がある居住者等が、適切なタイミングで避難
しなかった等により避難し遅れたために、災害が発生・切迫し、立退き
避難を安全にできない状況に至ってしまった場合に、命の危険から身
の安全を可能な限り確保することです。
その時点でいる場所よりも相対的に安全である場所へ直ちに移動す
ることが「緊急安全確保」です。

・自宅の少しでも高い
場所に移動

・近隣の少しでも高い
建物に移動

　　 非常時持出品、備蓄品を備えましょう。
　自宅が被災したときは、安全な場所に避難し避難生活を送ることになります。非常時に持ち出すべきもの

をあらかじめリュックサックに詰めておき、いつでも持ち出せるようにしておきましょう。

　　 避難所の確認及び避難の方法について
　避難に関する情報が出たときに慌てず行動するために、事前に避難所を確認しておきましょう。また、住ん

でいる地域や状況等によって避難方法は異なります。普段からどう行動するか決めておきましょう。

　　 「かみのかわ情報アプリ」を登録しよう
　町では、避難指示等の防災情報やイベント情報など上三川町からのお知らせをスマートフォンで受け取れ

るアプリの配信を開始しました。

　アプリには、お知らせを音声で受信したり、英語やインドネシア語などの多言語で配信を受け取る機能、町

ＨＰへの便利なリンク集や、ハザードマップ・川の水位情報などの防災に役立つ機能など、上三川町で安全・

安心に生活をするために必要な様々な便利機能を盛り込んでおりますのでダウンロードをお願いします。

　　 指定避難所の取消しについて
　建物点検をしたところ、重大な欠陥が発見され、利用者の安全確保が難しい状況となったため、５月１４日

付けで、農村環境改善センター（上三川町大字上郷２１４０番地）について指定避難所及び指定緊急避難場所

の指定の取消しを行いました。

　　 携帯トイレの備蓄について
　もし災害が発生し、断水が続く状態になるとトイレが使用できなくなる恐れがあります。各家庭で非常時の

備蓄品として携帯トイレの準備をしておきましょう。

◎備蓄数

１日当たり必要な便袋数（平均１人５回）×日数

携帯トイレの備蓄目標数は、何日間分備蓄するかを決めます。

まずは、３日分を目標にしましょう。

～避難所におけるトイレの確保・管理ガイドライン（内閣府）より～

ちゅうちょ

非常時備蓄品（例）
災害復旧までの数日間（最低源３日、推奨７日)を生活できるようにしましょう。

１

２

３

４

５

□ラジオ
□電池（多めに用意）

□飲料水
　（1人１日３リットルを目安に）
□貯水したタンク

□お米（アルファ米も便利）
□缶詰・レトルト食品
□梅干し・調味料
□ドライフーズ・飴・チョコ
　（菓子類など）

□卓上コンロ
□ガスボンベ
□固形燃料

□生活用水（風呂などに貯水）
□毛布・寝袋・洗面用具
□調理器具（なべ・やかんなど）
□バケツ・各種アウトドア用品
□歯みがきセット・ひげそり
□携帯トイレ

□ＬＥＤランタン
□懐中電灯
□電池（多めに用意）

□現金（小銭多めに）
□ホイッスル（助けを呼ぶため）
□着替え
□ウェットティッシュ
□歯ブラシ

□赤ちゃん用品（ミルク・離乳食・おむつなど）
□生理用品
□コンタクトレンズ・めがね

□入れ歯・補聴器
□リュックサック

□スマートフォン・携帯電話の充電器
□モバイルバッテリー
□タオル
□ラップフィルム
　（止血や食器にかぶせて使う）

□割りばし
□紙皿・紙コップ
□新聞紙
□ビニール袋
□耳栓・アイマスク

□救急セット
□常備薬（持病の薬など）

□マスク
□手指の消毒液
□体温計

□飲料水
□乾パン
□缶詰
□アルファ米
□飴・チョコ

感染症対策

火を通さないで
食べられるもの

各家庭で必要なもの

非常時持出品（例）

避難は学校などの指定避難所への移動だけではありません。住んでいる地域やそのときの状況、
人によって方法は異なります。普段からどう行動するか決めておきましょう。

いざというときすぐに持ち出せるように、日ごろから準備・点検しておきましょう。

携帯ラジオ 救急医療品 非常用食品

ライト類 その他

飲料水 非常用食品 燃料 その他

■緊急安全確保

・町が指定した避難所
・安全な親戚、知人宅
・安全なホテル、旅館
（通常の宿泊料が必要です。
ハザードマップで安全かどうかを確認し、
予約しましょう）

・浸水想定区域に入っていないこと
・浸水深より居室が高いこと
・水が引くまで我慢でき、水や食料など
の備えが十分にあること

■立退き避難 ■屋内安全確保
ハザードマップで自宅にいても問題ないか
確認する必要があります。

特集特集
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